
別記様式第６号の２ 

和 企 下 建 ６９号 

令和５年７月 ６日 

（２０２３年） 

 

和歌山市  企業局   
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質 問 回 答 書 

 

令和５年７月４日付けで質問のあったことについて、次のとおり回答します。 

 

年 度     

工事 (業務 )番号     

工 事 (業 務 )名       

工事 (業務 )場所 

令和５年度 

第２３１０００１８号 

有功第１雨水幹線工事その１２ 

和歌山市 六十谷地内 

質 問 事 項 回 答 事 項 

１．覆工板賃料期間について（第17号内訳書） 

   覆工板賃料において、賃借日数を教えて下

さい。またやむ負えない事由より賃借日数

に変更が生じた場合は受注後の設計変更の

協議対象と考えればよろしいでしょうか。 

・オープンシールド工法設計・積算要領を基に

積算していますが、御社が実施工を行うと仮定

し積算してください。 

 また、天災等不測の事態が生じた場合、監督

職員と協議を行ってください。 

 

２．交通誘導員人数について 

交通誘導員の延人数または延日数を教えて

下さい。またやむ負えない事由より人数に

変更が生じた場合は受注後の設計変更の協

議対象と考えればよろしいでしょうか。 

 

・交通誘導員の配置人数についは、御社が実施

工を行うと仮定し、施工条件明示第１４章第３

節を考慮したうえで、安全に施工するために実

際に必要だと思われる員数を計上し、積算して

ください。 

 また、天災等不測の事態が生じた場合、監督

職員と協議を行ってください。 



３.発進作業ヤード仮囲いについて（図面33/37） 

設計内訳書に発進作業ヤードの仮囲いの計

上がありません。 

万能板やｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽが必要となった場合は

受注後の設計変更の協議対象と考え、単管

バリケード等で立入禁止措置を考えればよ

ろしいでしょうか。 

 

・当初設計では考慮していません。ただし、近

隣住民の要望等があった場合、監督職員と協議

を行ってください。 

４．仮排水計画について（第26号及び28号内訳書） 

仮設用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管及び水中ﾎﾟﾝﾌﾟにおいて、

賃貸日数を教えて下さい。 

またやむ負えない事由より賃貸日数に変更

が生じた場合は受注後の設計変更の協議対

象と考えればよろしいでしょうか。 

 

・各受注者の工程計画により賃借日数が異なり

ますが、御社で実施工を行うと仮定し積算して

ください。 

また、天災等不測の事態が生じた場合、監督

職員と協議を行ってください。 

５.コンクリート削孔について（単-95号） 

コンクリート穿孔が削岩機となっておりま

すが、削岩機対象は削孔径が30mm～60mmで、

今回は60mm以上となりますのでコンクリー

ト穿孔機による穿孔ではないでしょうか。

受注後の設計変更の協議対象と考え、現段 

階では設計書に準じて見積りを行えばよろ

しいでしょうか。 

 

 

・ご指摘のとおりです。契約締結後、設計変更

の対象としますので、監督職員と協議を行って

ください。また、積算については、見積用設計

書のとおり行ってください。 

６.特許契約金について 

ｵｰﾌﾟﾝｼｰﾙﾄﾞの特許実施料について、ﾒｰｶｰに

確認したところ、特許実施料とは別に特許

契約料が必要なのですが、受注後の設計変

更の協議対象と考え、現段階では設計書に

準じて見積りを行えばよろしいでしょう

か。 

                                

・オープンシールド工法設計・積算要領を基に

積算していますが、特許契約料について明記が

なく設計変更の対象とは考えておりません。 



７．覆工板種類について（第17号内訳書）           

現設計では【鋼製滑り止め補強型】を採用

されていますが、滑り止め樹脂塗装品のこ

とでしょうか。現在在庫がなく、施工安全

上問題が無ければ受注後に鋼製格子による

滑り止めの物に変更は可能でしょうか。                       

 

 

・滑り止め樹脂塗装品の覆工板を採用しており

す。また、安全上問題があるため、現設計どお

りの施工とします。 

 

 

 

 

８．オープンシールド工法の水路製品の小運搬機

械について 

水路製品の小運搬にフォークリフト(7t程

度)が必要となるのですが現在の設計には

計上されておりません。フォークリフトに

ついては受注後の設計変更の協議対象と考

え、現段階では設計書に準じて見積りを行

えばよろしいでしょうか。 

                             

                               

・今回の現場施工において、和歌山市が借地す

る場所が狭く水路上への出入口が借地内住民

のカーポートと近接するため住民の出入りを

考慮し、フォークリフト（7ｔ級）での小運搬

でなく水路上（覆工板上）での残土搬出用ダン

プトラックを代替としています。 

設計変更の対象とはいたしません。 

 

 

 


